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(54)【発明の名称】 身体及び感情状態の認識装置及び方法

(57)【要約】
【課題】  身体に着用及び分離が便利で簡単に生体信号
を検出して身体及び感情状態を認識できる身体及び感情
状態の認識装置及び方法を提供する。
【解決手段】 身体の所定部位に装着されて前記身体か
ら検出した少なくとも一つ以上の生体信号をアナログ信
号処理して出力する生体信号検出部及び、生体信号検出
部で信号処理された生体信号をデジタル信号処理し、信
号処理された結果から身体及び感情状態を認識及び表現
する生体信号認識部とを具備する。これにより、使用者
の動きに邪魔されずに身体の所定部位に装着され、無線
や有線で伝送される生体信号を容易に検出でき、検出さ
れた生体信号を用いて認識した身体及び感情状態を使用
者に提供でき、急激に変わる感情状態または変わった後
に長く残留する感情状態をリアルタイムで認識できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  身体の所定部位に装着されて前記身体か
ら検出した少なくとも一つ以上の生体信号をアナログ信
号処理して出力する生体信号検出部と、
前記生体信号検出部で信号処理された前記生体信号をデ
ジタル信号処理し、信号処理された結果から前記身体及
び感情状態を認識及び表現する生体信号認識部とを具備
することを特徴とする身体及び感情状態の認識装置。
【請求項２】  前記生体信号検出部は、
身体から前記生体信号をアナログ状で検出するセンサ部
と、
前記センサ部で検出されたアナログ状の前記生体信号を
増幅及びフィルタリングするアナログ信号処理部と、
前記増幅及びフィルタリングされたアナログ状の生体信
号をデジタル状に変換するアナログ/デジタル変換部と
を具備し、
前記生体信号認識部は、
前記デジタル状の生体信号をデータ処理するデジタル信
号処理部と、
前記デジタル信号処理部で処理されたデータから前記身
体及び感情状態を認識し、認識された結果を制御信号と
して出力する制御部と、
前記デジタル信号処理部で処理された前記データを前記
制御信号に応答して所定形に出力するデータ出力部とを
具備することを特徴とする請求項１に記載の身体及び感
情状態の認識装置。
【請求項３】  前記センサ部は、
血圧を測定する血圧センサと、
皮膚温度を測定する皮膚温度センサと、
皮膚抵抗を測定する皮膚抵抗センサとを具備することを
特徴とする請求項２に記載の身体及び感情状態の認識装
置。
【請求項４】  前記血圧センサは、ピエゾセンサまたは
ストレインゲージなどの圧力感知センサであることを特
徴とする請求項３に記載の身体及び感情状態の認識装
置。
【請求項５】  前記皮膚温度センサは、電極と熱電対
（thermocouple)を用いて皮膚温度を測定することを特
徴とする請求項３に記載の身体及び感情状態の認識装
置。
【請求項６】  前記皮膚抵抗センサは、電極及び比較器
を用いて皮膚抵抗を測定することを特徴とする請求項３
に記載の身体及び感情状態の認識装置。
【請求項７】  前記生体信号検出部は、前記アナログ/
デジタル変換部から出力される前記デジタル状の生体信
号を無線信号に変換して伝送する無線信号伝送部をさら
に具備し、前記生体信号認識部は、前記無線信号を受信
して前記デジタル状の生体信号として前記デジタル信号
処理部に出力する無線信号受信部をさらに具備すること
を特徴とする請求項２に記載の身体及び感情状態の認識
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装置。
【請求項８】  前記生体信号検出部は、ベルト状で身体
の所定部位に脱着または付着されうることを特徴とする
請求項１に記載の身体及び感情状態の認識装置。
【請求項９】  前記制御部は、
少なくとも一つ以上の基準値を貯蔵し、貯蔵された前記
基準値を前記デジタル信号処理部で処理されたデータと
比較し、比較された結果から前記身体及び感情状態を認
識することを特徴とする請求項２に記載の身体及び感情
状態の認識装置。
【請求項１０】  前記制御部は、
前記センサ部から検出された少なくとも一つ以上の生体
信号についての平均値を前記デジタル信号処理部で事前
に処理されたデータから算出し、前記平均値と貯蔵した
少なくとも一つ以上の基準値との差に応答して前記平均
値または前記基準値を選択し、選択された前記平均値ま
たは前記基準値を前記デジタル信号処理部で現在処理さ
れたデータと比較して前記身体及び前記感情状態を認識
することを特徴とする請求項９に記載の身体及び感情状
態の認識装置。
【請求項１１】  （ａ）身体から検出した少なくとも一
つ以上の生体信号をアナログ信号処理する段階と、
（ｂ）アナログ信号処理された前記生体信号をデジタル
信号処理し、デジタル信号処理した結果を用いて前記身
体及び感情状態を認識及び表現する段階とを具備するこ
とを特徴とする身体及び感情状態の認識方法。
【請求項１２】  前記（ａ）段階は、
（ａ１）前記身体から前記生体信号を検出する段階と、
（ａ２）前記検出されたアナログ状の前記生体信号を増
幅及びフィルタリングする段階と、
（ａ３）前記増幅及びフィルタリングされたアナログ状
の生体信号をデジタル状に変換する段階とを具備し、
前記（ｂ）段階は、
（ｂ１）前記デジタル状の生体信号をデータ処理する段
階と、
（ｂ２）前記処理されたデータから前記身体及び感情状
態を認識する段階と、
（ｂ３）前記処理されたデータを前記認識結果に相応し
て使用者に提供する段階とを具備することを特徴とする
請求項１１に記載の身体及び感情状態の認識方法。
【請求項１３】  前記（ａ）段階は、前記（ａ３）段階
の後に前記デジタル状の生体信号を無線信号に変換して
伝送する段階をさらに具備し、前記（ｂ）段階は、前記
無線信号を受信して前記（ｂ１）段階に進行する段階を
さらに具備することを特徴とする請求項１２に記載の身
体及び感情状態の認識方法。
【請求項１４】  前記（ｂ２）段階は、
少なくとも一つ以上の基準値を貯蔵する段階と、
前記貯蔵された前記基準値を前記（ｂ１）段階で処理さ
れたデータと比較し、比較された結果を用いて前記身体
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及び前記感情状態を認識する段階とを具備することを特
徴とする請求項１２に記載の身体及び感情状態の認識方
法。
【請求項１５】  前記（ｂ２）段階は、
少なくとも一つ以上の基準値を貯蔵する段階と、
前記（ａ１）段階で検出された少なくとも一つ以上の生
体信号についての平均値を前記（ｂ１）段階で事前に処
理されたデータから算出する段階と、
前記平均値と前記基準値との差を求める段階と、
前記差が所定許容誤差より大きいかどうかを判断する段
階と、
前記差が前記所定許容誤差より大きいと判断されれば、
前記平均値を前記（ｂ１）段階で処理されたデータと比
較して前記身体及び前記感情状態を認識する段階と、前
記差が前記所定許容誤差より大きくないと判断されれ
ば、前記基準値を前記（ｂ１）段階で処理されたデータ
と比較して前記身体及び前記感情状態を認識する段階と
を具備することを特徴とする請求項１２に記載の身体及
び感情状態の認識方法。
【請求項１６】  （ｃ）所定時間の間に身体から検出さ
れた少なくとも一つ以上の生体信号から前記身体の特性
を示す少なくとも一つ以上の生体パラメータを抽出する
段階と、
（ｄ）抽出された前記生体パラメータの変化程度を決定
し、決定された変化程度を用いて現在の感情状態を決定
する段階を具備し、
前記生体パラメータの値は前記感情の変化によって変わ
ることを特徴とする感情状態の認識方法。
【請求項１７】  前記（ｃ）段階は、
血圧についての情報を有する生体信号から心電図の周波
数、心臓の搏動回数及び呼吸にかかる心電図についての
生体パラメータを抽出し、
皮膚温度及び皮膚抵抗についての情報を有する生体信号
から皮膚温度及び皮膚抵抗度についての生体パラメータ
を抽出することを特徴とする請求項１６に記載の感情状
態の認識方法。
【請求項１８】  前記（ｄ）段階は、
（ｄ１１）前記心臓の搏動回数、前記皮膚温度及び前記
心電図の周波数についての生体パラメータを用いて感情
状態が喜びであることを認識する段階と、
（ｄ１２）前記心臓の搏動回数及び前記心電図の周波数
についての生体パラメータを用いて感情状態がストレス
であることを認識する段階と、
（ｄ１３）前記心臓の搏動回数及び前記皮膚温度につい
ての生体パラメータを用いて感情状態が悲しみであるこ
とを認識する段階と、
（ｄ１４）前記皮膚温度及び前記皮膚抵抗度についての
生体パラメータを用いて感情状態が退屈であることを認
識する段階と、
（ｄ１５）前記皮膚抵抗度及び前記心電図の周波数につ
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いての生体パラメータを用いて感情状態が怒りであるこ
とを認識する段階とを具備し、
前記所定時間は感情が変化した時、感情の変化が前記生
体信号で表現されるのにかかる最小時間に該当すること
を特徴とする請求項１７に記載の感情状態の認識方法。
【請求項１９】  前記（ｄ）段階は、
（ｄ２１）前記皮膚温度、前記皮膚抵抗度、前記心電図
の周波数及び前記呼吸にかかる心電図についての生体パ
ラメータを用いて感情状態が退屈であると認識する段階
と、
（ｄ２２）前記皮膚抵抗度及び前記呼吸にかかる心電図
についての生体パラメータを用いて前記感情状態が怒り
であると認識する段階と、
（ｄ２３）前記心臓の搏動回数、前記心電図の周波数及
び呼吸率についての生体パラメータを用いて前記感情状
態が喜びであると認識する段階と、
（ｄ２４）前記心臓の搏動回数及び前記皮膚抵抗度につ
いての生体パラメータを用いて前記感情状態が悲しみで
あると認識する段階と、
（ｄ２５）前記皮膚抵抗度についての前記生体パラメー
タを用いて感情状態がストレスであると認識する段階と
を具備し、
前記所定時間は感情が変化した時、感情の変化が前記生
体信号で表現されるのにかかる最小時間より長く、前記
呼吸率についての生体パラメータは、前記（ｃ）段階で
前記血圧についての情報を有する生体信号から抽出され
ることを特徴とする請求項１７に記載の感情状態の認識
方法。
【請求項２０】  前記心電図の周波数についての生体パ
ラメータは、前記血圧についての情報を有する生体信号
を高速フーリエ変換した結果の低周波数及び高周波数範
囲に属するパワースペクトルを積分した値を示す生体パ
ラメータ（ＬＦ及びＨＦ）と、前記ＬＦを前記ＨＦで除
算した値を示す生体パラメータ（ＬＦ／ＨＦ）に該当
し、
前記心臓の搏動回数についての前記生体パラメータは、
前記身体の血圧についてのポジティブピーク間の間隔平
均値を示す生体パラメータＲＲと、前記単位時間中に前
記心臓が搏動する回数を示す生体パラメータＨＲに該当
し、
前記呼吸にかかる心電図についての前記生体パラメータ
は、前記血圧についてのポジティブピーク間の間隔中
で、最大間隔から最小間隔を減算した結果を前記最小間
隔で除算した値を示す生体パラメータＲＳＡに該当し、
前記皮膚温度についての前記生体パラメータは、皮膚温
度平均値を示す生体パラメータＳＫＴに該当し、
前記皮膚抵抗度についての前記生体パラメータは、皮膚
抵抗逆数値の平均を示す生体パラメータＳＣＬと、前記
皮膚抵抗逆数値を表現するグラフでポジティブゼロクロ
ッシングの個数を示す生体パラメータＮ－ＳＣＲ及び、
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5
前記ポジティブゼロクロッシングからネガティブゼロク
ロッシングまでの高さを示す生体パラメータＳＣＲＭに
該当することを特徴とする請求項１７に記載の感情状態
の認識方法。
【請求項２１】  前記所定時間が前記最小時間である時
に前記（ｄ１１）段階は、
（ｄ１１１）ＨＲ値がＨＲ臨界値以上減少したか否かを
判断する段階と、
（ｄ１１２）前記ＨＲ値が前記ＨＲ臨界値以上減少した
と判断された場合、前記ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値以上増
加したか否かを判断する段階と、
（ｄ１１３）前記ＳＫＴ値が前記ＳＫＴ臨界値以上増加
したと判断された場合、前記ＬＦ値がＬＦ臨界値以上減
少したか否か、前記ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値以
上減少したか否かを判断する段階と、
（ｄ１１４）前記ＬＦ値がＬＦ臨界値以上減少し、前記
ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値以上減少したと判断さ
れた場合、前記感情状態が喜びである確率を第１所定パ
ーセントと決定する段階と、
（ｄ１１５）前記ＲＲ値がＲＲ臨界値以上増加したか否
かを判断し、前記ＲＲ値が前記ＲＲ臨界値以上増加して
いないと判断された場合前記（ｄ１１４）段階に進行す
る段階と、
（ｄ１１６）前記ＲＲ値が前記ＲＲ臨界値以上増加した
と判断された場合、前記感情状態が喜びである確率を前
記第１所定パーセントより増加した第２所定パーセント
と決定する段階を具備することを特徴とする請求項２０
に記載の感情状態の認識方法。
【請求項２２】  前記（ｄ１２）段階は、
（ｄ１２１）前記（ｄ１１２）段階で前記ＳＫＴ値が前
記ＳＫＴ臨界値以上増加していないと判断された場合、
前記ＬＦ値が前記ＬＦ臨界値以上減少したか否かを判断
する段階と、
（ｄ１２２）前記ＬＦ値が前記ＬＦ臨界値以上減少した
と判断された場合、前記感情状態がストレスである確率
を前記第２所定パーセントと決定する段階とを具備する
ことを特徴とする請求項２１に記載の感情状態の認識方
法。
【請求項２３】  前記（ｄ１３）段階は、
（ｄ１３１）前記（ｄ１１３）段階で前記ＬＦ値が前記
ＬＦ臨界値以上減少もせず、前記ＬＦ／ＨＦ値が前記Ｌ
Ｆ／ＨＦ臨界値以上減少していないと判断された場合、
前記ＲＲ値が前記ＲＲ臨界値以上増加したか否かを判断
する段階と、
（ｄ１３２）前記ＲＲ値が前記ＲＲ臨界値以上増加した
と判断された場合、前記感情状態が悲しみである確率を
前記第２所定パーセントと決定する段階を具備すること
を特徴とする請求項２２に記載の感情状態の認識方法。
【請求項２４】  前記（ｄ１４）段階は、
（ｄ１４１）前記（ｄ１１１）段階で前記ＨＲ値が前記
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ＨＲ臨界値以上減少していないと判断された場合、前記
Ｎ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値以上増加し、前記ＳＣ
ＲＭ値がＳＣＲＭ臨界値以上増加したか否かを判断する
段階と、
（ｄ１４２）前記Ｎ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値以上
増加し、前記ＳＣＲＭ値がＳＣＲＭ臨界値以上増加した
と判断された場合、前記ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値以上増
加したか否かを判断する段階と、
（ｄ１４３）前記ＳＫＴ値が前記ＳＫＴ臨界値以上増加
したと判断された場合、前記感情状態が退屈である確率
を前記第２所定パーセントと決定する段階とを具備する
ことを特徴とする請求項２３に記載の感情状態の認識方
法。
【請求項２５】  前記（ｄ１５）段階は、
（ｓ１５１）前記（ｓ１４２）段階で、前記ＳＫＴ値が
前記ＳＫＴ臨界値以上増加していないと判断された場
合、前記ＬＦ／ＨＦ値が前記ＬＦ／ＨＦ臨界値以上減少
した否かを判断し、前記ＬＦ／ＨＦ値が前記ＬＦ／ＨＦ
臨界値以上減少していないと判断された場合、前記（ｄ
１４２）段階に進行する段階と、
（ｄ１５２）前記ＬＦ／ＨＦ値が前記ＬＦ／ＨＦ臨界値
以上減少したと判断された場合、前記感情状態が怒りで
ある確率を前記第１所定パーセントと決定する段階と、
（ｄ１５３） 前記ＳＣＬ値がＳＣＬ臨界値以上増加し
たか否かを判断し、前記ＳＣＬ値が前記ＳＣＬ臨界値以
上増加していないと判断された場合、前記（ｄ１５２）
段階に進行する段階と、
（ｄ１５４）前記ＳＣＬ値が前記ＳＣＬ臨界値以上増加
したと判断された場合、前記感情状態が怒りである確率
を前記第２所定パーセントと決定する段階とを具備する
ことを特徴とする請求項２４に記載の感情状態の認識方
法。
【請求項２６】  前記（ｄ）段階は、
前記（ｄ１２１）段階で、前記ＬＦ値が前記ＬＦ臨界値
以上減少していないと判断された場合、または前記（ｄ
１４１）段階で前記Ｎ－ＳＣＲ値が前記Ｎ－ＳＣＲ臨界
値以上増加していない、前記ＳＣＲＭ値が前記ＳＣＲＭ
臨界値以上増加していないと判断され、前記（ｄ１３
１）段階で前記ＲＲ値が前記ＲＲ臨界値以上増加してい
ないと判断された場合、前記支配的な感情状態が存在し
ないと決定する段階をさらに具備することを特徴とする
請求項２５に記載の感情状態の認識方法。
【請求項２７】  前記所定時間が前記最小時間より少な
くとも長い時に前記（ｄ２１）段階は、
（ｄ２１１）前記ＲＳＡ値がＲＳＡ臨界値以上減少し、
前記ＳＣＬ値がＳＣＬ臨界値以上増加し、前記ＳＣＲＭ
値がＳＣＲＭ臨界値以上増加したか否かを判断する段階
と、
（ｄ２１２）前記ＲＳＡ値が前記ＲＳＡ臨界値以上減少
し、前記ＳＣＬ値が前記ＳＣＬ臨界値以上増加し、前記
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ＳＣＲＭ値が前記ＳＣＲＭ臨界値以上増加したと判断さ
れた場合、前記Ｎ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値以上増
加したか否かを判断する段階と、
（ｄ２１３）前記Ｎ－ＳＣＲ値が前記Ｎ－ＳＣＲ臨界値
以上増加したと判断された場合、前記ＳＫＴ値がＳＫＴ
臨界値以上増加したか否かを判断する段階と、
（ｄ２１４）前記ＳＫＴ値が前記ＳＫＴ臨界値以上増加
したと判断された場合、前記感情状態が退屈である確率
を第３所定パーセントとして決定する段階と、
（ｄ２１５）前記ＨＦ値がＨＦ臨界値以上減少したか否
かを判断して、前記ＨＦ値が前記ＨＦ臨界値以上減少し
ていないと判断された場合、前記（ｄ２１４）段階に進
行する段階と、
（ｄ２１６）前記ＨＦ値がＨＦ臨界値以上減少したと判
断された場合、前記感情状態が退屈である確率を前記第
３所定パーセントより増加した第４所定パーセントとし
て決定する段階と、
（ｄ２１７）前記ＬＦ値がＬＦ臨界値以上減少したか否
かを判断し、前記ＬＦ値が前記ＬＦ臨界値以上減少して
いないと判断された場合、前記（ｄ２１６）段階に進行
する段階と、
（ｄ２１８）前記ＬＦ値が前記ＬＦ臨界値以上減少した
と判断された場合、前記感情状態が退屈である確率を前
記第４所定パーセントより増加した第５所定パーセント
として決定する段階とを具備することを特徴とする請求
項２０に記載の感情状態の認識方法。
【請求項２８】  前記（ｄ２２）段階は、
（ｄ２２１）前記（ｄ２１２）段階で前記Ｎ－ＳＣＲ値
が前記Ｎ－ＳＣＲ臨界値以上増加していないと判断され
た場合、前記感情状態が怒りである確率を前記第５所定
パーセントと決定する段階と、
（ｄ２２２）前記（ｄ２１３）段階で前記ＳＫＴ値が前
記ＳＫＴ臨界値以上増加してなかったと判断された場
合、前記感情状態が怒りである確率を前記第３所定パー
セントと決定する段階とを具備することを特徴とする請
求項２７に記載の感情状態の認識方法。
【請求項２９】  前記（ｄ２３）段階は、
（ｄ２３１）前記（ｄ２１１）段階で前記ＲＳＡ値が前
記ＲＳＡ臨界値以上減少していない、前記ＳＣＬ値が前
記ＳＣＬ臨界値以上増加していない、前記ＳＣＲＭ値が
前記ＳＣＲＭ臨界値以上増加していないと判断された場
合、前記ＨＲ値がＨＲ臨界値以上減少したか否かを判断
する段階と、
（ｄ２３２）前記ＨＲ値が前記ＨＲ臨界値以上減少した
と判断された場合、前記ＲＥＳＰ値がＲＥＳＰ臨界値以
上増加したか否かを判断する段階と、
（ｄ２３３）前記ＲＥＳＰ値が前記ＲＥＳＰ臨界値以上
増加したと判断された場合、前記感情状態が喜びである
確率を前記第３所定パーセントと決定する段階と、
（ｄ２３４）前記ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値以上*
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*減少したか否かを判断し、前記ＬＦ／ＨＦ値が前記ＬＦ
／ＨＦ臨界値以上減少していないと判断された場合、前
記（ｄ２３３）段階に進行する段階と、
（ｄ２３５） 前記ＬＦ／ＨＦ値が前記ＬＦ／ＨＦ臨界
値以上減少したと判断された場合、前記感情状態が喜び
である確率を前記第４所定パーセントと決定する段階
と、
（ｄ２３６）前記ＬＦ値が前記ＬＦ臨界値以上減少した
か否かを判断し、前記ＬＦ値が前記ＬＦ臨界値以上減少
していないと判断された場合、前記（ｄ２３５）段階に
進行する段階と、
（ｄ２３７）前記ＬＦ値が前記ＬＦ臨界値以上減少した
と判断された場合、前記感情状態が喜びである確率を前
記第５所定パーセントと決定する段階とを具備すること
を特徴とする請求項２８に記載の感情状態の認識方法。
【請求項３０】  前記（ｄ２４）段階は、
（ｄ２４１）前記（ｄ２３２）段階で前記ＲＥＳＰ値が
前記ＲＥＳＰ臨界値以上増加していないと判断された場
合、前記ＳＣＬ値が前記ＳＣＬ臨界値以上減少したか否
かを判断する段階と、
（ｄ２４２）前記ＳＣＬ値が前記ＳＣＬ臨界値以上減少
したと判断された場合、前記感情状態が悲しみである確
率を前記第５所定パーセントと決定する段階とを具備す
ることを特徴とする請求項２９に記載の感情状態の認識
方法。
【請求項３１】  前記（ｄ２５）段階は、
（ｄ２５１）前記（ｄ２３１）段階で前記ＨＲ値が前記
ＨＲ臨界値以上減少していないと判断された場合、前記
Ｎ－ＳＣＲ値が前記Ｎ－ＳＣＲ臨界値以上増加したか否
かを判断する段階と、
（ｄ２５２）  前記Ｎ－ＳＣＲ値が前記Ｎ－ＳＣＲ臨界
値以上増加したと判断された場合、前記感情状態がスト
レスである確率を前記第４所定パーセントと決定する段
階とを具備することを特徴とする請求項３０に記載の感
情状態の認識方法。
【請求項３２】前記（ｄ）段階は、
前記（ｄ２４１）段階で前記ＳＣＬ値が前記ＳＣＬ臨界
値以上減少していないと判断され、または前記（ｄ２５
１）段階で前記Ｎ－ＳＣＲ値が前記Ｎ－ＳＣＲ臨界値以
上増加していないと判断された場合、前記支配的な感情
状態が存在してないと決定する段階をさらに具備するこ
とを特徴とする請求項３１に記載の感情状態の認識方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は生体信号の利用にか
かり、特に生体信号を用いて身体の状態及び感情状態を
認識する身体及び感情状態の認識装置及び方法に関す
る。
【０００２】
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【従来の技術】人間の生体信号の検出または計測は、草
創期に主に医学分野で研究され活用されていた。すなわ
ち、血圧や脈博等で患者の健康状態をチェックしたり患
者を治療するために、検出または計測された生体信号が
使われていた。ところが、最近はこのような医学分野だ
けでなく、人間の感情状態を把握するための人間と機械
とのインターフェース（ｍａｎ－ｍａｃｈｉｎｅ  ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｉｎｇ）分野にも生体信号が活用されてい
る。特に、人間と機械との情報伝達がより便利で身近な
ものとなるように、生体信号を用いて人間の感情を認識
できるようにすることは基本的なことと見なされてい
る。これにより、生体信号（または、生理信号）を検出
または計測するための装置が種々開発されている。
【０００３】このような従来の装置の中で携帯型の生体
信号計測装置として、次の二つのものが挙げられる。一
つは、イヤレシーバ型光－電気パルスプレシモグラフ
（ＰＰＧ：Ｐｈｏｔｏ－ｅｌｅｃｔｒｉｃ  ｐｕｌｓｅ
  ＰｌｅｔｈｙｓｍｏＧｒａｐｈ）センサを使用した生
体信号測定装置であり、これは大韓民国特許公開番号第
１９９９-６３１００号に開示されたものである。もう
一つは、無線通信網を用いたリアルタイム生体信号モニ
タリングシステムであり、これは大韓民国特許公開番号
第１９９７-１４７２２号に開示されたものである。
【０００４】しかし、このような従来の装置は、身体に
装着しづらい、装着した状態では生活に邪魔になる、な
どの問題点を有する。
【０００５】また、従来の生体信号を測定装置の中で感
情を認識する感情認識装置として、米国特許番号ＵＳ
５,５０７,２９１に開示された「Ｍｅｔｈｏｄ  ａｎｄ
  ａｎａｓｓｏｃｉａｔｅｄ  ａｐｐａｒａｔｕｓ  ｆ
ｏｒ  ｒｅｍｏｔｅｌｙ  ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ  ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ  ａｓ  ｔｏ  ｐｅｒｓｏｎ’ｓ
ｅｍｏｔｉｏｎａｌ  ａｔａｔｅ」、及び米国特許番号
ＵＳ５,３６７,４５４に開示された「Ｉｎｔｅｒｒａｃ
ｔｉｖｅ  Ｍａｎ－Ｍａｃｈｉｎｅ  ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ  ｆｏｒ  ｓｉｍｕｌａｔｉｎｇ  ｈｕｍａｎ  ｅｍ
ｏｔｉｏｎ」などがある。
【０００６】しかし、このような感情認識装置もまた、
身体に装着しづらい、装着した状態での行動に邪魔にな
る、などの問題点を有する。
【０００７】また、従来の感情認識装置で人間の感情を
認識させようとする際に、人間は、例えば、顔の表情を
よく見せるように自身の顔をいつもカメラに向かわせた
り、自分の感情を示すための話をするなど人為的な努力
をしてしまう。
【０００８】このように、人間は自分の感情を従来の感
情認識装置に自然に伝達できない問題点がある。その
上、従来の感情認識装置は、例えば特定の感情を認識で
きない。感情状態について、事前にかつ人為的に作られ
た反応のみから感情状態を推定するなどの多くの制約が
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あった。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】本発明が解決しようと
する第１の技術的課題は、身体に容易に着脱できると共
に、生体信号を検出して身体及び感情状態を認識できる
身体及び感情状態の認識装置を提供することにある。
【００１０】本発明が解決しようとする第２の技術的課
題は、前記身体及び感情状態の認識装置で行われ、身体
及び感情状態を認識できる身体及び感情状態の認識方法
を提供することにある。
【００１１】本発明が解決しようとする第３技術的課題
は、短時間または長時間に検出された、生体パラメータ
または生体信号から抽出した生体パラメータを用いて感
情状態を認識できる感情状態の認識方法を提供すること
にある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】前記第１の課題を解決す
るための本発明にかかる身体及び感情状態の認識装置
は、身体の所定部位に装着されて前記身体から検出した
少なくとも一つ以上の生体信号をアナログ信号処理して
出力する生体信号検出部と、前記生体信号検出部で信号
処理された前記生体信号をデジタル信号処理し、信号処
理された結果から前記身体及び感情状態を認識及び表現
する生体信号認識部より構成されることが望ましい。
【００１３】前記第２の課題を解決するための本発明に
かかる身体及び感情状態の認識装置は、身体から検出し
た少なくとも一つ以上の生体信号をアナログ信号処理す
る段階及び、アナログ信号処理された前記生体信号をデ
ジタル信号処理し、デジタル信号処理した結果を用いて
前記身体及び感情状態を認識及び表現する段階とよりな
ることが望ましい。
【００１４】前記第３の課題を解決するための本発明に
かかる感情状態の認識方法は、所定時間中に身体から検
出された少なくとも一つ以上の生体信号から前記身体の
特性を示す少なくとも一つ以上の生体パラメータを抽出
する段階及び、抽出された前記生体パラメータの変化程
度を決定し、決定された変化程度を用いて現在の感情状
態を決定する段階とよりなり、前記生体パラメータのそ
れぞれの値は前記感情の変化によって変わることが望ま
しい。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明にかかる身体及び感
情状態の認識装置の構成と動作及びその装置で行われる
身体及び感情状態の認識方法を添付した図面を参照して
次のように説明する。
【００１６】図１は、本発明にかかる身体及び感情状態
の認識装置の概略的なブロック図である。この身体及び
感情状態の認識装置は、生体信号検出部１００及び生体
信号認識部１２０より構成される。
【００１７】図１に示した生体信号検出部１００はセン
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サ部１０、アナログ信号処理部２０、アナログ／デジタ
ル変換部（ＡＤＣ：Ａｎａｌｏｇ－Ｄｉｇｉｔａｌ  Ｃ
ｏｎｖｅｒｔｅｒ）３０及び無線信号伝送部７０より構
成される。一方、生体信号認識部１２０は無線信号受信
部８０、デジタル信号処理部４０、制御部５０及びデー
タ出力部６０より構成される。
【００１８】図２は、図１に示した装置で行われる本発
明にかかる身体及び感情状態の認識方法を説明するため
のフローチャートであり、身体から検出した生体信号を
アナログ信号処理する段階（第２００～第２０６段階）
及び、アナログ信号処理された生体信号をデジタル信号
処理して身体及び感情状態を認識及び表現する段階（第
２０８～第２１４段階）より構成される。
【００１９】身体の所定部位に装着された生体信号検出
部１００は、身体から検出した少なくとも一つ以上の生
体信号をアナログ信号処理し、アナログ信号処理した生
体信号を生体信号認識部１２０に出力する（第２００段
階～第２０６段階）。
【００２０】先ず、生体信号検出部１００のセンサ部１
０は、身体から生体信号を検出する（第２００段階）。
例えば、センサ部１０は血圧、皮膚温度及び皮膚抵抗な
どに対応するアナログの生体信号を検出する。このため
に、センサ部１０は血圧を測定する血圧センサ（図示せ
ず）、皮膚温度を測定する皮膚温度センサ（図示せず）
及び皮膚抵抗を測定する皮膚抵抗センサ（図示せず）を
含む。なお、センサ部１０は呼吸率を測定する呼吸セン
サ（図示せず）をさらに備えた構成としても良い。
【００２１】ここで、血圧センサ（図示せず）は、望ま
しくはピエゾセンサまたはストレインゲージ等の圧力感
知センサ、または光－電気パルスプレシモグラフ（ＰＰ
Ｇ）センサで具現できる。ここで、血圧センサは１９９
３年度に「Ｊｅｓｅｐｈ  Ｊ．Ｃａｒｒ  ａｎｄＪｏｈ
ｎ  Ｍ．Ｂｒｏｗｎ」により「Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏ
ｎ  ｔｏ  Ｂｉｏｍｅｄｉｃａｌ  ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ
  Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（２ｎｄ  Ｅｄｉｔｉｏｎ）」
という題目で、ＲＥＧＥＮＴＳ／Ｐｒｅｎｔｉｃｅ  Ｈ
ａｌｌ出版社により出刊された本（以下、文献１とい
う）の１６３頁から１７７頁に開示されている。
【００２２】ピエゾセンサは、前記文献１の１６７頁か
ら１６８頁、及び１９９５年度に「Ｒｏｂｅｒｔ  Ｂｏ
ｓｃｈ」により「Ｂｏｓｃｈ  Ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ  
Ｅｌｅｃｔｒｉｃ－Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ  Ｓｙｓｔｅ
ｍ  Ｈａｎｄｂｏｏｋ」という題目で、Ｒｏｂｅｒｔ  
Ｂｅｎｔｌｅｙ出版社により出刊された本に開示されて
いる。
【００２３】また、ストレインゲージは１９９１年度に
「Ｒｉｃｈａｒｄ  Ａｓｔｏｎ」により、「Ｐｒｉｎｃ
ｉｐｌｅｓ  ｏｆ  Ｂｉｏｍｅｄｉｃａｌ  ｉｎｓｔｒ
ｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ  ａｎｄ  Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔ」という題目で、Ｍａｚｗｅｌｌ  Ｍａｃｍｉｌｌａ
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ｎ  Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ｅｄｉｔｉｏｎ出版
社により出刊された本（以下、文献２という）の１１３
頁から１２２頁に開示されている。
【００２４】光－電気パルスプレシモグラフ（ＰＰＧ）
センサは、前記文献１の２０７頁から２０９頁に開示さ
れている。
【００２５】前記皮膚温度センサ（図示せず）は、電極
と熱電対（thermocouple)を用いて皮膚温度を測定する
センサで具現できる。ここで、皮膚温度センサは、前記
文献２の１００頁から１０７頁に開示されている。前記
電極は前記文献１の２５頁から３７頁に開示されてい
る。また、前記熱電対（thermocouple)は前記文献２の
１００頁から１０７頁に開示されている。
【００２６】皮膚抵抗センサ（図示せず）は、皮膚に直
接または間接で接触する電極及びこの電極と連結する比
較器を用いて皮膚抵抗を測定するセンサで具現できる。
ここで、皮膚抵抗センサは１９８１年度に「Ｄｏｎ  Ｃ
  Ｆｏｗｌｅｓ，Ｒｏｂｅｒｔ  Ｅｄｅｌｂｅｒｇ  ａ
ｎｄ  Ｄａｖｉｄ  Ｔ．Ｌｙｋｋｅｎ」により、「Ｐｕ
ｂｌｉｃａｔｉｏｎ  Ｒｅｃｏｍｅｎｄａｔｉｏｎ  ｆ
ｏｒ  Ｅｌｅｃｔｒｏｄｅｒｍａｌ  Ｍｅａｓｕｒｅｍ
ｅｎｔｓ」という題目で、Ｔｈｅ  ｓｏｃｉｅｔｙ  ｆ
ｏｒ  Ｐｓｙｃｈｏｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ  Ｒｅ
ｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ出版社により出刊されたジャーナ
ルＰｓｙｃｈｏｐｈｙｓｉｏｌｏｇｙの２３２頁から２
３９頁に開示されている。
【００２７】この第２００段階の後に、アナログ信号処
理部２０はセンサ部１０から検出されたアナログ状の生
体信号を増幅及びフィルタリングしてアナログ／デジタ
ル変換部（ＡＤＣ）３０に出力する（第２０２段階）。
この時、フィルタリングは高周波のノイズ成分を除去す
るためにローパス・フィルタを主に使用するが、特定帯
域の信号を得るためにバンドパス・フィルタを使用する
場合もある。
【００２８】第２０２段階の後に、アナログ／デジタル
変換部（ＡＤＣ）３０はアナログ信号処理部２０から出
力される増幅及びフィルタリングされたアナログ状の生
体信号をデジタル状の生体信号に変換して無線信号伝送
部７０またはデジタル信号処理部４０に出力する（第２
０４段階）。
【００２９】本実施の形態における生体信号検出部１０
０と生体信号認識部１２０とは、互いに有線を介して接
続されおり、デジタル状の生体信号は、デジタル信号処
理部４０に送信される。この場合、第２０４段階の後に
は、第２１０段階が来ることになる。
【００３０】本実施の形態の他の態様では、生体信号検
出部１００と生体信号認識部１２０とは互いに無線でデ
ジタル状の生体信号をやり取りできる。この場合、生体
信号検出部１００をベルト状に形成することで、身体の
所定部位に着脱される。例えば、生体信号検出部１００
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を時計タイプにすると、手首に装着でき、使用目的によ
って身体の他の部位にも装着できるように具現できる。
また、生体信号認識部１２０も身体に装着できるように
具現され、生体信号検出部１００と所定の距離をおいた
外側に設けることができる。
【００３１】ここで、無線信号伝送部７０と無線信号受
信部８０が所定の距離をあけて設けられ、互いに無線で
デジタル状の生体信号をやり取りする場合、第２０４段
階の後に、無線信号伝送部７０はアナログ／デジタル変
換部（ＡＤＣ）３０から提供されるデジタル状の生体信
号を無線信号に変換して生体信号認識部１２０に送信す
る（第２０６段階）。
【００３２】一方、生体信号認識部１２０は生体信号検
出部１００で処理された生体信号を受信し、受信した生
体信号をデジタル信号処理し、デジタル信号処理された
結果から身体及び感情状態を認識及び表現する（第２０
８～第２１４段階）。生体信号検出部１００が無線で信
号を伝送する場合、第２０６段階の後に、生体信号認識
部１２０の無線信号受信部８０は、無線信号伝送部７０
から送信された無線信号を受信し、受信されたデジタル
状の生体信号をデジタル信号処理部４０に出力する（第
２０８段階）。
【００３３】しかし、前述したように生体信号検出部１
００がデジタル状の生体信号を有線で生体信号認識部１
２０に伝送する場合、第２０４段階の後に第２０６及び
第２０８段階を行わずに第２１０段階に進行する。
【００３４】デジタル信号処理部４０は、アナログ／デ
ジタル変換部（ＡＤＣ）３０または無線信号受信部８０
から入力されたデジタル状の生体信号をデータ処理して
制御部５０及びデータ出力部６０に各々出力する（第２
１０段階）。
【００３５】第２１０段階の後に、制御部５０はデジタ
ル信号処理部４０で処理されたデータから身体及び感情
状態を認識し、認識された結果を制御信号としてデータ
出力部６０に出力する（第２１２段階）。このために、
制御部５０は事前に設定された少なくとも一つ以上の基
準値を入力端子INを通じて受信し貯蔵できるように構成
される。そして、この貯蔵された基準値とデジタル信号
処理部４０で処理されたデータとを比較し、比較された
結果を用いて身体及び感情状態を認識できる。ここで、
前記基準値は普通の人が有する生体信号の平均値に該当
する。
【００３６】以下、図２に示した制御部５０で行われる
第２１２段階の好ましい一態様を、添付図面を参照して
説明する。
【００３７】図３は、図２に示した第２１２段階の好ま
しい一態様を説明するためのフローチャートである。図
に示すように、この第２１２段階は、身体及び感情を認
識するために、平均値と基準値のどちらを用いるかを決
定する段階（第２４０～第２４６段階ら）と、決定され
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た平均値または基準値を用いて身体及び感情状態を認識
する段階（第２４８及び第２５０段階）より構成され
る。
【００３８】図３に示すように、制御部５０はあらかじ
め設定された少なくとも一つ以上の基準値を貯蔵する
（第２４０段階）。前述したように、制御部５０は基準
値を入力端子INを通じて外部から入力して貯蔵でき、あ
らかじめ入力して貯蔵しておくことも可能である。第２
４０段階の後に、センサ部１０において検出された少な
くとも一つ以上の生体信号の平均値をデジタル信号処理
部４０ですでに処理されたデータから事前に算出する
（第２４２段階）。
【００３９】第２４２段階の後に、前記２４２段階で算
出された平均値と前記台２４０段階で記憶された基準値
との差に基づいて平均値または基準値を選択し、選択さ
れた平均値または基準値をデジタル信号処理部４０で処
理されたデータと比較して身体及び前記感情状態を認識
する（第２４４～第２５０段階など）。すなわち、第２
４４段階では、平均値と基準値との差を求める。
【００４０】ここで、平均値は、図１に示した装置の使
用者からセンサ部１０により事前に測定された生体信号
の平均値に該当する。第２４４段階の後に、前記平均値
と基準値との差が所定許容誤差より大きいかどうかを判
断する（第２４６段階）。
【００４１】もし、差が所定許容誤差より大きいと判断
されれば、平均値を第２１０段階で処理されたデータと
比較して身体及び感情状態を認識する（第２４８段
階）。しかし、差が所定許容誤差より大きくないと判断
されれば、基準値を第２１０段階で処理されたデータと
比較して身体及び感情状態を認識する（第２５０段
階）。
【００４２】本発明の理解を助けるために、センサ部１
０で血圧、皮膚温度及び皮膚抵抗を測定したと仮定して
制御部５０の動作を以下に説明する。
【００４３】制御部５０は、血圧、皮膚温度及び皮膚抵
抗などの各生体信号のそれぞれについて、所定第１基準
値、第２基準値、第３基準値を貯蔵しており、、さら
に、あらかじめ検出された血圧、皮膚温度及び皮膚抵抗
などの各生体信号から、各生体信号のそれぞれについて
算出して求めた第１平均値、第２平均値、第３平均値を
貯蔵している。
【００４４】この時、制御部５０は対応する第Ｘ基準値
（１≦Ｘ≦３）と第Ｘ平均値との差が所定の第Ｘ許容誤
差より大きくないと判断すると、第Ｘ基準値とデジタル
信号処理部４０で処理されたデータとを比較して身体ま
たは感情状態を認識する。一方、第Ｘ基準値と第Ｘ平均
値との差が所定の第Ｘ許容誤差より大きいと判断されれ
ば第Ｘ平均値をデジタル信号処理部４０で処理されたデ
ータと比較して身体または感情状態を認識する。
【００４５】このように、基準値の代りに平均値を処理
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されたデータと比較する理由は、使用者の身体特性を考
慮して身体及び感情状態を正確に認識するためである。
例えば、制御部５０はセンサ部１０で現在測定された血
圧または体温が所定の基準値、または算出された平均値
より所定レベル以上高ければ「興奮または怒り」と認識
し、センサ部１０で現在測定された皮膚抵抗が所定の基
準値または平均値より所定レベルだけ低ければ「緊張」
と認識できる。
【００４６】これは、緊張時には汗が普段よりたくさん
分泌され、汗がたくさん分泌されれば皮膚抵抗は落ちる
からである。このような認識される身体と感情の状態は
実験を通じて種々追加または変更されうる。
【００４７】また、認識された状態の組合わせにより信
頼性がさらに高い認識データを得る場合もある。すなわ
ち、制御部５０は平均値や基準値を処理されたデータと
比較した値、すなわち第１比較値、第２比較値、及び第
３比較値の各々によって、または前記第１比較値、第２
比較値、及び第３比較値を論理和（ＯＲ）または論理積
（ＡＮＤ）演算し論理組合わせた結果を用いて身体及び
感情の状態を認識認識できる。
【００４８】平均値と処理されたデータとを比較した結
果を用いて感情の状態を認識する本発明にかかる感情状
態の認識方法については後に詳細に説明する。
【００４９】第２１２段階の後に、データ出力部６０
は、デジタル信号処理部４０から入力されたデジタル状
の処理されたデータ、すなわち、生体信号及び認識信号
を、音声及び／または画像で使用者に提供する（第２１
４段階）。なお、このデータの提供は、前記制御部５０
から生じる制御信号に応答して行われる（第２１４段
階）。このために、データ出力部６０は、スピーカー及
び／またはモニターを備え、制御部５０の制御信号に応
答して身体及び感情状態認識データ及び検出された生体
信号データを同時に音声及び/または画像で使用者に提
供する。
【００５０】以下、本発明にかかる感情状態の認識方法
及びその方法についての実施例を、添付図面を参照しな
がら説明する。図４は、本発明にかかる感情状態の認識
方法を説明するためのフローチャートである。図に示す
ように、感情状態を認識する方法は、所定時間検出した
少なくとも一つ以上の生体信号から抽出した生体パラメ
ータを用いて感情の状態を決定する段階（第３００及び
第３０２段階）より構成される。
【００５１】本発明にかかる感情状態の認識方法を行う
ために、はじめに、所定時間内に身体から検出された少
なくとも一つ以上の生体信号から、身体の特性を示す少
なくとも一つ以上の生体パラメータを抽出する（第３０
０段階）。例えば、第３００段階で、血圧についての情
報を有する生体信号から心電図の周波数、心臓の搏動回
数及び呼吸にかかる心電図を示す生体パラメータが抽出
され、皮膚温度及び皮膚抵抗についての情報を有する生
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体信号から皮膚温度及び皮膚抵抗度を示す生体パラメー
タが抽出される。
【００５２】第３００段階で抽出される生体パラメータ
のそれぞれの値は感情の変化によって変化する。ここ
で、所定時間とは、感情が変わったことを生体信号によ
り検出するのにかかる最小時間（以下、「所定短時間」
という）、または前記最小時間よりも長い時間（以下、
「所定長時間」という）である。例えば、所定短時間が
１０－６０秒である場合、所定長時間は６０秒よりも長
い時間となる。
【００５３】本発明にかかる感情状態の認識方法は、所
定短時間及び所定長時間に各々検出された生体パラメー
タを用いて人間の感情状態を認識する。すなわち、本発
明にかかる感情状態の認識方法は、急激に変わる感情の
状態を素早く認識する際には所定短時間で検出された生
体パラメータを用い、長い間持続する感情の状態を認識
する際には所定長時間で検出された生体パラメータを用
いる。
【００５４】第３００段階の後に、抽出された各生体パ
ラメータの変化程度を決定し、この決定された変化程度
に基づいて現在の感情状態を決定する（第３０２段
階）。このために、抽出された生体パラメータと基本生
体パラメータとを比較し、抽出された生体パラメータの
変化程度を決定する。ここで、基本生体パラメータと
は、何の感情も生じない時間、例えば安らかな心の状態
にある約１０～２０分の間に測定された生体パラメータ
を意味する。
【００５５】図４に示した本発明にかかる感情状態の認
識方法は、図３における第２４８段階に該当し、この一
連の動作は前記制御部５０で行われる。この場合、基本
生体パラメータは平均値に該当する。
【００５６】以下、所定短時間及び所定長時間において
検出された各生体パラメータを用いて感情状態を認識す
る第３０２段階について、図面を参照して説明する。
【００５７】図５は、図４に示した第３０２段階につい
ての、本発明にかかる望ましい一実施例（３０２A）を
説明するためのフローチャートである。この第３０２Ａ
段階は、生体パラメータの変化程度によって人間の感情
状態を認識する段階（第３１０～第３１８段階）より構
成される。
【００５８】図５に示すように、感情状態は、所定短時
間中に検出された生体パラメータを用いて認識される。
【００５９】はじめに、心臓の搏動回数、皮膚温度及び
心電図の周波数についての生体パラメータを用いて喜び
を認識する（第３１０段階）。つづいて、心臓の搏動回
数及び心電図の周波数についての生体パラメータを用い
てストレスを認識する（第３１２段階）。また、心臓の
搏動回数及び皮膚温度についての生体パラメータを用い
て悲しみを認識する（第３１４段階）。また、皮膚温度
及び皮膚抵抗度についての生体パラメータを用いて退屈
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を認識する（第３１６段階）。また、皮膚抵抗度及び心
電図の周波数を示す生体パラメータを用いて怒りを認識
する（第３１８段階）。ここで、図５に示した第３１０
～第３１８段階はこの順序に限定されるものではなく、
任意の順序で行うことができる。
【００６０】図６は、図４に示した第３０２段階につい
ての本発明にかかる望ましい他の実施例（３０２B）を
説明するためのフローチャートである。この第３０２Ｂ
段階は、生体パラメータの変化程度によって人間の感情
状態を認識する段階（第３３０～第３３８段階）より構
成される。
【００６１】図６に示すように、感情状態は、所定長時
間に検出された生体パラメータに基づいて認識する。
【００６２】まず、皮膚温度、皮膚抵抗度、心電図の周
波数及び呼吸にかかる心電図についての生体パラメータ
を用いて退屈を認識する（第３３０段階）。皮膚抵抗度
及び呼吸にかかる心電図についての生体パラメータを用
いて怒りを認識する（第３３２段階）。心臓の搏動回
数、心電図の周波数及び呼吸率についての生体パラメー
タを用いて喜びを認識する（第３３４段階）。心臓の搏
動回数及び皮膚抵抗度についての生体パラメータを用い
て悲しみを認識する（第３３６段階）。皮膚抵抗度につ
いての生体パラメータを用いてストレスを認識する（第
３３８段階）。ここで、図６に示した第３３０～第３３
８段階は図に示した順序行う構成に限定されず、適宜任
意の順序にて行うことが可能である。
【００６３】例えば、図５または図６に示した実施例
（３０２Ａ及び３０２Ｂ）で言及された生体パラメータ
は次のようして決めることができる。
【００６４】まず、心電図の周波数についての生体パラ
メータとは、低周波値（ＬＦ）、高周波値（ＨＦ）、ま
たはＬＦ／ＨＦである。ここで、低周波値（ＬＦ）は、
血圧について検出された生体信号を高速フーリエ変換
（ＦＦＴ：Ｆａｓｔ  Ｆｏｕｒｉｅｒ  Ｔｒａｎｓｆｏ
ｒｍ）した結果の低周波の範囲に属するパワースペクト
ルを積分した値である。高周波値（ＨＦ）は、血圧につ
いて検出した生体信号を高速フーリエ変換した結果の高
周波数範囲に属するパワースペクトルを積分した値であ
る。ＬＦ／ＨＦは、前記低周波値（ＬＦ）を高周波値
（ＨＦ）で除算した値である。ここで、低周波数範囲は
０.０４～０.１５Hzであり、高周波数範囲は０.１５～
０.５Hzである。
【００６５】また、心臓の搏動回数についての生体パラ
メータとは、身体の血圧についてのポジティブピーク
（Ｒ波）とポジティブピーク（Ｒ波）との間隔の平均値
ＲＲ、または単位時間あたりの心臓の搏動回数ＨＲであ
る。
【００６６】ここで、ポジティブピークとは、Rピーク
を意味し、これは一般に生理学テキスト内の心電図に関
する部分に開示されている。例えば、ポジティブピーク
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は、１９９６年度に「Ｊｏｓｅｐｈ  Ｊ  Ｃａｒｒ＆Ｊ
ｏｈｎ  Ｍ  Ｂｒｏｗｎ」により，「医用計測設計」と
いう題目で著述され、「李ミョンホ」により翻訳されギ
ョンムン社という出版社により出刊された本の第２版の
１７１頁から２１６頁に開示されている。このなかで、
こで、単位時間あたりの心臓の搏動回数ＨＲはポジティ
ブピーク間の間隔平均値ＲＲと同様に、１分間心臓の鼓
動数を計算することによって求められる。
【００６７】また、呼吸にかかる心電図についての生体
パラメータとは、血圧についてのポジティブピーク間の
間隔（Ｒ波とＲ波との間隔）のなかの、最大間隔から最
小間隔を引いた結果を最小間隔で除算した値、すなわち
（（最大間隔－最小間隔）／最小間隔）で示される呼吸
性の変動成分（ＲＳＡ：Ｒｅｓｐｏｒａｔｏｒｙ  Ｓｉ
ｎｕｓ  Ａｒｒｈｙｔｈｍｉａ）である。
【００６８】ここで、呼吸性の変動成分（ＲＳＡ）を抽
出するいろいろな方法が一般的に広く知られている。例
えば、このような方法中の一つが、１９９４年度に
「Ａ．Ｗ．Ｆｒｅｙ，Ｃ．Ｈａｇｅｎｍｉｌｌｅｒ，Ｊ
  Ｂａｕｍｅｒｔ，Ｆ  Ｇｒｕｅｎｅｉｓ，ＭＤａｍｂ
ａｃｈｅｒ，Ｋ  Ｔｈｅｉｓｅｎ及びＭ  Ａｄｔ」によ
り「Ｔｈｅ  Ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ  Ｓｉｎｕｓ  Ａ
ｒｒｈｙｔｈｍｍｉａ  ａｓ  ａ  Ｆｕｎｃｔｉｏｎ  
ｏｆ  Ｂｒｅａｔｈｉｎｇ  Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ  Ｒｅ
ｖｉｓｉｔｅｄ」という題目で出刊されたＣｏｍｐｕｔ
ｅｒ  ｉｎ  Ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙというジャーナルに
共同で発表されたＩＥＥＥ論文の４１頁から４４頁に開
示されている。
【００６９】また、皮膚温度についての生体パラメータ
とは、皮膚温度平均値である皮膚温度（ＳＫＴ：Ｓｋｉ
ｎ  Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ）である。皮膚抵抗度につ
いての生体パラメータとは、皮膚伝導レベル（ＳＣ
Ｌ）、皮膚伝導応答数（Ｎ－ＳＣＲ）、皮膚伝導応答量
（ＳＣＲＭ）である。皮膚伝導レベル（ＳＣＬ）は、皮
膚抵抗逆数値の平均である。皮膚伝導応答数（Ｎ－ＳＣ
Ｒ）は、皮膚抵抗値の逆数を表したグラフから求められ
た、負の傾きのゼロ交差点（ｎｅｇａｔｉｖｅ  ｓｌｏ
ｐｅ  ｚｅｒｏ  ｃｒｏｓｓｉｎｇｓ）の数である。皮
膚伝導応答量（ＳＣＲＭ）は、正の傾きのゼロ交差点
（positive slope zero crossing）の数から負の傾きの
ゼロ交差点（ｎｅｇａｔｉｖｅ  ｓｌｏｐｅｚｅｒｏ  
ｃｒｏｓｓｉｎｇｓ）までの高さ値の和の逆数である。
【００７０】ここで、ポジティブゼロクロッシングとは
変化率が＋から－に変わることを意味し、ネガティブゼ
ロクロッシングとは、グラフに表現された曲線の変化率
が－から＋に変わることを意味する。この時、雑音によ
りポジティブやネガティブゼロクロッシングが生じる場
合もあるので、グラフに表示される曲線をあらかじめロ
ーパス・フィルタリングすることもできる。
【００７１】フィンガーパルスボリューム（ＦＰＶ：Ｆ
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ｉｎｇｅｒ  Ｐｌｕｓｅ  Ｖｏｌｕｍｎ）や光－電気パ
ルスプレシモグラフ（ＰＰＧ）のような他の生体パラメ
ータは、第３００段階で抽出される。ここで、フィンガ
ーパルスボリューム（ＦＰＶ）及び光－電気パルスプレ
シモグラフ（ＰＰＧ）は血流量の振幅を示す。
【００７２】前述した生体パラメータ（ＲＲ、ＨＲ、Ｓ
ＫＴ、ＳＣＬ、Ｎ－ＳＣＲ、ＳＣＲＭ、ＬＦ、ＨＦ、Ｌ
Ｆ／ＨＦ、ＲＳＡ、ＲＥＳＰ、ＦＰＶ及びＰＰＧ）の各
々は相異なる時間で求められる。図５に示した実施例
（３０２A）の場合、生体パラメータは所定短時間中に
全て検出され、図６に示した実施例（３０２B）の場
合、生体パラメータは所定長時間中に全て検出される。
ここで、生体パラメータは図１に示した制御部５０にお
いて次のようにして生成される。
【００７３】図１に示したセンサ部１０に備えられる血
圧センサ（図示せず）でセンシングされた血圧について
の生体信号は、前述したように処理されてデジタル信号
処理部４０に入力される。この時、制御部５０はデジタ
ル信号処理部４０に入力された血圧についてのデータを
用いて生体パラメータ（ＲＲ、ＨＲ、ＬＦ／ＨＦ、ＬＦ
／ＨＦ、ＲＳＡ及びＲＥＳＰ）を抽出する。例えば、制
御部５０は血圧についてのデータからＲＲ、ＲＳＡ、お
よびＨＲを求め、血圧についてのデータを高速フーリエ
変換（ＦＦＴ）してＬＦとＨＦを求め、ＬＦとＨＦを用
いてＬＦ／ＨＦを求める。
【００７４】ここで、血圧センサ（図示せず）によりセ
ンシングされた血圧についての生体信号の代わりに、呼
吸センサ（図示せず）によりセンシングされた呼吸につ
いての生体信号を用いて、ＲＥＳＰを求めても良い。こ
の場合、図１に示したセンサ部１０に備えられる呼吸セ
ンサ（図示せず）によりセンシングされた呼吸について
の生体信号は、前述したような過程を通じてデジタル信
号処理部４０に入力される。この時、制御部５０はデジ
タル信号処理部４０で処理された呼吸についてのデータ
を用いてＲＥＳＰを抽出する。
【００７５】ＲＥＳＰを抽出するいろいろな一般的な方
法が広く知られている。例えば、ＲＥＳＰを抽出する一
般的な方法が、１９９７年度４月に「ＰｅｉＺ  Ｚｈａ
ｎｇ，Ｗａｌｔｅｒ  Ｎ  Ｔａｐｐ，Ｓｔａｎｌｅｙ  
Ｓ  Ｒｅｉｓｍａｎ及びＢｅｎｊａｍｉｎ  Ｈ  Ｎａｔ
ｅｌｓｏｎ」により、「Ｒｅｓｐｉｒａｔｉｏｎ  Ｒｅ
ｓｐｏｎｓｅ  Ｃｕｒｖｅ  Ａｎａｌｙｓｉｓ  ｏｆ  
Ｈｅａｒｔ  ＲａｔｅＶａｒｉａｂｉｌｉｔｙ」という
題目で共同で発表されて出刊されたＩＥＥＥＴｒａｎｓ
ａｃｔｉｏｎ  ｏｎ  Ｂｉｏｍｅｄｉａｌ  Ｅｎｇｉｎ
ｅｅｒｉｎｇというジャーナルのｖｏｌ．４４， Ｎ
ｏ．４の３２１頁から３２５頁に開示されている。
【００７６】また、図１に示したセンサ部１０に備えら
れた皮膚温度センサ（図示せず）及び皮膚抵抗センサ
（図示せず）により各々センシングされた皮膚温度及び
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皮膚抵抗についての生体信号は、前述したように処理さ
れてデジタル信号処理部４０に入力される。そして、制
御部５０はデジタル信号処理部４０で処理された皮膚温
度及び皮膚抵抗についてのデータを用いて生体パラメー
タ（ＳＫＴ、ＳＣＬ、Ｎ－ＳＣＲ及びＳＣＲＭ）を抽出
できる。また、生体パラメータ（ＦＰＶ及びＰＰＧ）を
測定するために図１に示したセンサ部１０に含まれる血
圧センサ（図示せず）は光－電気パルスプレシモグラフ
（ＰＰＧ）センサ（図示せず）で具現できる。
【００７７】光－電気パルスプレシモグラフ（ＰＰＧ）
センサ（図示せず）は、例えば指先に装着されて血流量
についての情報をセンシングする。この時、センシング
された情報を有する血流量についての生体信号は前述し
たように処理されてデジタル信号処理部４０に入力され
る。制御部５０はデジタル信号処理部４０で処理された
血流量についてのデータを用いて生体パラメータ（ＦＰ
Ｖ及びＰＰＧ）を抽出する。
【００７８】前述した手順に従って、制御部５０から生
体パラメータが抽出された後に、制御部５０は先に抽出
された基本生体パラメータを基準として現在抽出された
生体パラメータの変化程度を決定して感情状態を決定す
る。すなわち、図４に示した第３０２段階、図５及び図
６に各々示した実施例（３０２A及び３０２B）は制御部
５０で行われる。
【００７９】以下、図５及び図６に示した実施例（３０
２A及び３０２B）についての本発明にかかる望ましい実
施例を添付した図面を参照して次のように説明する。こ
の時、基本生体パラメータをＲＲ（ｂａｓｅ）、ＨＲ
（ｂａｓｅ）、ＳＫＴ（ｂａｓｅ）、ＳＣＬ（ｂａｓ
ｅ）、Ｎ－ＳＣＲ（ｂａｓｅ）、ＳＣＲＭ（ｂａｓ
ｅ）、ＬＦ（ｂａｓｅ）、ＨＦ（ｂａｓｅ）、ＬＦ／Ｈ
Ｆ（ｂａｓｅ）、ＲＳＡ（ｂａｓｅ）及びＲＥＳＰ（ｂ
ａｓｅ）で表示する。
【００８０】図７乃至図８は、図５に示した実施例（３
０２A）についての本発明にかかる望ましい実施例を説
明するためのフローチャートであり、喜びを決定する段
階（第３５０～第３６０段階）、ストレスを決定する段
階（第３６２及び第３６４段階）、悲しみを決定する段
階（第３６６及び第３６８段階）、退屈を決定する段階
（第３７０～第３７４段階ら）、怒りを決定する段階
（第３７６～第３８２段階）及び特別の感情状態が存在
してないことと決定する段階（第３８４段階）より構成
される。
【００８１】図７乃至図８に示した実施例では、所定短
時間に検出された生体パラメータ（ＲＲ、ＨＲ、ＳＫ
Ｔ、ＳＣＬ、Ｎ－ＳＣＲ、ＳＣＲＭ、ＬＦ及びＬＦ／Ｈ
Ｆ）を用いて感情状態を決定する。
【００８２】先ず、初期状態で感情状態が喜びであるか
否かを決定する（第３５０～第３６０段階）。ここで、
初期状態とは、どんな感情も支配的に存在しない状態で
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あり、例えば喜び、悲しみ、ストレス、怒り及び退屈の
感情（あるいは、精神状態）が均一あるいは混在されて
いる状態を意味する。
【００８３】第３００段階の後に、初期状態でＨＲ値が
ＨＲ臨界値（ＨＲ#ｔｈ）以上減少したか否かを判断す
る（第３５０段階）。具体的には、ＨＲ（ｂａｓｅ）か
らＨＲ臨界値（ＨＲ#ｔｈ）を減算した値がＨＲ値より
大きいか否かを判断する。もし、ＨＲ値がＨＲ臨界値
（ＨＲ#ｔｈ）以上減少したと判断された場合、ＳＫＴ
値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔｈ）以上増加したか否か
を判断する（第３５２段階）。
【００８４】ここで、ＨＲ値がＨＲ臨界値（ＨＲ#ｔ
ｈ）以上減少したということは、感情状態が喜び、悲し
みまたはストレスのいずれかである確率が例えば５０%
ということを意味する。
【００８５】しかし、この段階では、感情状態が、喜
び、悲しみ、またはストレスの中のいずれの感情状態に
あるのかを決定し難い。よって、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界
値（ＳＫＴ#ｔｈ）以上増加したか否かを判断するので
ある。具体的には、ＳＫＴ（ｂａｓｅ）とＳＫＴ#ｔｈ
とを加算した値がＳＫＴ値より少ないか以下に基づいて
判断する。
【００８６】ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔｈ）
以上増加したか否かは、ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔ
ｈ）以上減少したのか、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界
値（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以上減少したのかを基に判断す
る（第３５４段階）。
【００８７】ここで、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ
#ｔｈ）以上増加したということは、感情状態が喜びま
たは悲しみである確率が、例えば６０%ということを意
味する。
【００８８】しかし、この段階では、感情状態が喜びま
たは悲しみの中のいずれの感情状態にあるのかを決定し
難い。よって、ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）以上
減少したのか、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値（ＬＦ
／ＨＦ#ｔｈ）以上減少したのかを判断する。
【００８９】具体的には、ＬＦ（ｂａｓｅ）からＬＦ臨
界値（ＬＦ#ｔｈ）を減算した値がＬＦより大きいか否
か、ＬＦ／ＨＦ（ｂａｓｅ）からＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔ
ｈ）を減算した値がＬＦ／ＨＦより大きいか否かを基に
判断する。
【００９０】もし、ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）
以上減少している場合や、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨
界値（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以上減少したと判断された場
合には、感情状態が喜びである確率を第１所定パーセン
トと決定する（第３５６段階）。ここで、第１所定パー
セントは７０%と設定される。
【００９１】第３５６段階の後に、ＲＲ値がＲＲ臨界値
（ＲＲ#ｔｈ）以上増加したか否かを判断する（第３５
８段階）。具体的には、ＲＲ（ｂａｓｅ）とＲＲ臨界値
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（ＲＲ#ｔｈ）を加算した値がＲＲ値より少ないか否か
を判断する。
【００９２】もし、ＲＲ値がＲＲ臨界値（ＲＲ#ｔｈ）
以上増加していないと判断されれた場合、第３５６段階
に移行する。しかし、ＲＲ値がＲＲ臨界値（ＲＲ#ｔ
ｈ）以上増加したと判断された場合、感情状態が喜びで
ある確率を第１所定パーセントより増加した第２所定パ
ーセントと決定する（第３６０段階）。ここで、第２所
定パーセントは８０%と設定されうる。
【００９３】次に、感情状態がストレスであるか否かを
次のように決定する（第３６２及び第３６４段階）。第
３５２段階で、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔ
ｈ）以上増加していないと判断された場合、ＬＦ値がＬ
Ｆ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）以上減少したか否かを判断する
（第３６２段階）。ここで、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値
（ＳＫＴ#ｔｈ）以上増加していないというのは、感情
状態がストレスである確率が相変らず、例えば５０%と
いうことを意味する。
【００９４】したがって、感情状態がストレスであると
決定するにはまだ難しいために、ＬＦ値がＬＦ臨界値
（ＬＦ#ｔｈ）以上減少したか否かを判断する。具体的
には、ＬＦ（ｂａｓｅ）からＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）
を減算した値がＬＦ値より大きいか否かを判断する。も
し、ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）以上減少したと
判断された場合、感情状態がストレスである確率を第２
所定パーセントと決定する（第３６４段階）。
【００９５】次に、感情状態が悲しみであるかどうかを
次のように決定する（第３６６及び第３６８段階）。第
３５４段階でＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）以上減
少せず、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値（ＬＦ／ＨＦ
#ｔｈ）以上減少しないと判断された場合、ＲＲ値がＲ
Ｒ臨界値（ＲＲ#ｔｈ）以上増加したか否かを判断する
（第３６６段階）。
【００９６】ここで、ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔ
ｈ）以上減少せず、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値
（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以上減少してないということは、
感情状態が悲しみである確率が、相変らず例えば６０%
であるということを意味する。したがって、感情状態が
悲しみである確率と決定するにはまだ難しいために、Ｒ
Ｒ値がＲＲ臨界値（ＲＲ#ｔｈ）以上増加したか否かを
を判断する。  このために、ＲＲ（ｂａｓｅ）とＲＲ#
ｔｈとを加算した値がＲＲ値より少ないか否かを判断す
る。もし、ＲＲ値がＲＲ臨界値（ＲＲ#ｔｈ）以上増加
したと判断された場合、感情状態が悲しみである確率を
第２所定パーセントと決定する（第３６８段階）。
【００９７】次に、図８を参照しながら感情状態が退屈
であるかどうかを次のように決定する（第３７０～第３
７４段階）。第３５０段階でＨＲ値がＨＲ臨界値（ＨＲ
#ｔｈ）以上減少しなかったと判断された場合、Ｎ－Ｓ
ＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値（Ｎ－ＳＣＲ#ｔｈ）以上増
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加し、ＳＣＲＭ値がＳＣＲＭ臨界値（ＳＣＲＭ#ｔｈ）
以上増加したか否かを判断する（第３７０段階）。すな
わち、ＨＲ値がＨＲ臨界値（ＨＲ#ｔｈ）以上減少して
いないということは、感情状態が相変らず初期状態であ
ることを意味する。したがって、第３７０段階を行うの
である。具体的には、Ｎ－ＳＣＲ（ｂａｓｅ）とＮ－Ｓ
ＣＲ臨界値（Ｎ－ＳＣＲ#ｔｈ）を加算した値がＮ－Ｓ
ＣＲ値より少ないか否か、ＳＣＲＭ（ｂａｓｅ）とＳＣ
ＲＭ臨界値（ＳＣＲＭ#ｔｈ）とを加算した値がＳＣＲ
Ｍ値より少ないか否かを判断する。
【００９８】もし、Ｎ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値
（Ｎ－ＳＣＲ#ｔｈ）以上増加し、ＳＣＲＭ値がＳＣＲ
Ｍ臨界値（ＳＣＲＭ#ｔｈ）以上増加したと判断された
場合、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔｈ）以上増
加したか否かを判断する（第３７２段階）。
【００９９】ここで、Ｎ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値
（Ｎ－ＳＣＲ#ｔｈ）以上増加し、ＳＣＲＭ値がＳＣＲ
Ｍ臨界値（ＳＣＲＭ#ｔｈ）以上増加したということ
は、感情状態が怒りまたは退屈である確率が、例えば５
０%ということを意味する。したがって、感情状態が、
怒りまたは退屈の中のいずれの感情状態に当てはまるか
を決定し難いために、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ
#ｔｈ）以上増加したか否かを判断する。具体的には、
ＳＫＴ（ｂａｓｅ）とＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔｈ）と
を加算した値がＳＫＴ値より少ないか否かを判断する。
もし、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔｈ）以上増
加したと判断された場合、感情状態が退屈である確率を
第２所定パーセントと決定する（第３７４段階）。
【０１００】最後に、感情状態が怒りであるか否かを次
のように決定する（第３７６～第３８２段階）。第３７
２段階でＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔｈ）以上
増加していないと判断された場合、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ
／ＨＦ臨界値（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以上減少したか否か
を判断する（第３７６段階）。
【０１０１】ここで、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ
#ｔｈ）以上増加していないということは、感情状態が
怒りである確率が変らず、例えば５０%であることを意
味する。したがって、感情状態が怒りであるとは、いま
だ決定し難いために、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値
（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以上減少したか否かを判断する。
具体的には、ＬＦ／ＨＦ（ｂａｓｅ）からＬＦ／ＨＦ#
ｔｈを減算した値がＬＦ／ＨＦ値より大きいか否かを判
断する。
【０１０２】もし、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値
（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以上減少していないと判断された
場合、第３７２段階に戻ることになる。しかし、ＬＦ／
ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以上減
少したと判断された場合、感情状態が怒りである確率を
第１所定パーセントと決定する（第３７８段階）。そし
て、この第３７８段階の後に、ＳＣＬ値がＳＣＬ臨界値
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（ＳＣＬ#ｔｈ）以上増加したか否かを判断する（第３
８０段階）。
【０１０３】もし、ＳＣＬ値がＳＣＬ臨界値（ＳＣＬ#
ｔｈ）以上増加してないと判断された場合、第３７８段
階に移行する。しかし、ＳＣＬ値がＳＣＬ臨界値（ＳＣ
Ｌ#ｔｈ）以上増加したと判断された場合、感情状態が
怒りである確率を第２所定パーセントと決定する（第３
８２段階）。
【０１０４】図７および図８に示した実施例は、図７の
第３６２段階でＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）以上
減少していないと判断され、または図８の第３７０段階
でＮ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値（Ｎ－ＳＣＲ#ｔ
ｈ）以上増加していないと判断され、ＳＣＲＭ値がＳＣ
ＲＭ臨界値（ＳＣＲＭ#ｔｈ）以上増加していないと判
断された場合、または図７の第３６６段階でＲＲ値がＲ
Ｒ臨界値（ＲＲ#ｔｈ）以上増加していないと判断され
た場合、支配的な感情状態が存在しないと決定できる
（第３８４段階）（図８）。すなわち、ある特別な感情
状態が支配的に存在するとはいえないと決定する。
【０１０５】図９乃至図１０は、図６に示した実施例
（３０２B）についての本発明にかかる望ましい一実施
例を説明するためのフローチャートであって、退屈を決
定する段階（第４００～第４１４段階）、怒りを決定す
る段階（第４１６及び第４１８段階）、喜びを決定する
段階（第４２０～第４３２段階）、悲しみを決定する段
階（第４３４及び第４３６段階）、ストレスを決定する
段階（第４３８及び第４４０段階）及び特別の感情状態
が存在してないことと決定する段階（第４４２段階）よ
りなる。
【０１０６】図９に示した実施例では、所定長時間の間
に検出された生体パラメータ（ＨＲ、ＳＫＴ、ＳＣＬ、
Ｎ－ＳＣＲ、ＳＣＲＭ、ＬＦ／ＨＦ、ＬＦ／ＨＦ、ＲＳ
Ａ及びＲＥＳＰ）を用いて感情状態を決定する。
【０１０７】まず、初期状態で感情状態が退屈であるか
どうかを次のように決定する（第４００～第４１４段
階）。
【０１０８】図９に示すように、ＲＳＡ値がＲＳＡ臨界
値（ＲＳＡ#ｔｈ）以上減少し、ＳＣＬ値がＳＣＬ臨界
値（ＳＣＬ#ｔｈ）以上増加し、ＳＣＲＭ値がＳＣＲＭ
臨界値（ＳＣＲＭ#ｔｈ）以上増加したかどうかを判断
する（第４００段階）。
【０１０９】具体的には、ＲＳＡ（ｂａｓｅ）からＲＳ
Ａ#ｔｈを減算した値がＲＳＡ値より大きく、ＳＣＬ
（ｂａｓｅ）とＳＣＬ#ｔｈとを加算した値がＳＣＬ値
より少なく、ＳＣＲＭ（ｂａｓｅ）とＳＣＲＭ#ｔｈを
加算した値がＳＣＲＭ値より少ないか否かを判断する。
【０１１０】もし、ＲＳＡ値がＲＳＡ臨界値（ＲＳＡ#
ｔｈ）以上減少し、ＳＣＬ値がＳＣＬ臨界値（ＳＣＬ#
ｔｈ）以上増加し、ＳＣＲＭ値がＳＣＲＭ臨界値（ＳＣ
ＲＭ#ｔｈ）以上増加したと判断されれば、Ｎ－ＳＣＲ
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値がＮ－ＳＣＲ臨界値（Ｎ－ＳＣＲ#ｔｈ）以上増加し
たかどうかを判断する（第４０２段階）。具体的には、
Ｎ－ＳＣＲ（ｂａｓｅ）とＮ－ＳＣＲ#ｔｈとを加算し
た値がＮ－ＳＣＲ値より少ないかどうかを判断する。
【０１１１】もし、Ｎ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値
（Ｎ－ＳＣＲ#ｔｈ）以上増加したと判断されれば、Ｓ
ＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔｈ）以上増加したか
否かを判断する（第４０４段階）。具体的には、ＳＫＴ
（ｂａｓｅ）とＳＫＴ#ｔｈとを加算した値がＳＫＴ値
より少ないか否かを判断する。
【０１１２】もし、ＳＫＴ値がＳＫＴ臨界値（ＳＫＴ#
ｔｈ）以上増加したと判断されれば、感情状態が退屈で
ある確率を第３所定パーセントとして決定する（第４０
６段階）。ここで、第３所定パーセントは６０%と設定
されうる。
【０１１３】第４０６段階の後に、ＨＦ値がＨＦ臨界値
（ＨＦ#ｔｈ）以上減少したかどうかを判断する（第４
０８段階）。具体的には、ＨＦ（ｂａｓｅ）からＨＦ#
ｔｈを減算した値がＨＦ値より大きいか否かを判断す
る。
【０１１４】もし、ＨＦ値がＨＦ臨界値（ＨＦ#ｔｈ）
以上減少してなかったと判断されれば第４０６段階に移
行する。しかし、ＨＦ値がＨＦ臨界値（ＨＦ#ｔｈ）以
上減少したと判断されれば、感情状態が退屈である確率
を第３所定パーセントより増加した第４所定パーセント
として決定する（第４１０段階）。ここで、第４所定パ
ーセントは７０%と設定されうる。
【０１１５】第４１０段階の後に、ＬＦ値がＬＦ臨界値
（ＬＦ#ｔｈ）以上減少したかどうかを判断する（第４
１２段階）。具体的には、ＬＦ（ｂａｓｅ）からＬＦ#
ｔｈを減算した値がＬＦ値より大きいか否かを判断す
る。
【０１１６】もし、ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）
以上減少してなかったと判断されれば第４１０段階に進
行する。しかし、ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）以
上減少したと判断されれば、感情状態が退屈である確率
を第４所定パーセントより増加した第５所定パーセント
として決定する（第４１４段階）。ここで、第５所定パ
ーセントは８０%と設定されうる。
【０１１７】次に、感情状態が怒りであるかどうかを次
のように決定する（第４１６及び４１８段階）。第４０
２段階で、Ｎ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値（Ｎ－ＳＣ
Ｒ#ｔｈ）以上増加していないと判断された場合、感情
状態が怒りである確率を第５所定パーセントと決定する
（第４１６段階）。また、第４０４段階でＳＫＴ値がＳ
ＫＴ臨界値（ＳＫＴ#ｔｈ）以上増加していないと判断
された場合、感情状態が怒りである確率を第３所定パー
セントと決定する（第４１８段階）。
【０１１８】次に、感情状態が喜びであるかどうかを次
のように決定する（第４２０～第４３２段階）（図１０
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参照）。図９の第４００段階でＲＳＡ値がＲＳＡ臨界値
（ＲＳＡ#ｔｈ）以上減少しておらず、ＳＣＬ値がＳＣ
Ｌ臨界値（ＳＣＬ#ｔｈ）以上増加しておらず、ＳＣＲ
Ｍ値がＳＣＲＭ臨界値（ＳＣＲＭ#ｔｈ）以上増加して
いないと判断されれた場合、ＨＲ値がＨＲ臨界値（ＨＲ
#ｔｈ）以上減少したか否かを判断する（第４２０段
階）（図１０）。具体的には、ＨＲ（ｂａｓｅ）からＨ
Ｒ#ｔｈを減算した値がＨＲ値より大きいか否かを判断
する。
【０１１９】もし、ＨＲ値がＨＲ臨界値（ＨＲ#ｔｈ）
以上減少したと判断された場合、ＲＥＳＰ値がＲＥＳＰ
臨界値（ＲＥＳＰ#ｔｈ）以上増加したか否かを判断す
る（第４２２段階）。具体的には、ＲＥＳＰ（ｂａｓ
ｅ）とＲＥＳＰ#ｔｈとを加算した値がＲＥＳＰ値より
少ないか否かを判断する。もし、ＲＥＳＰ値がＲＥＳＰ
臨界値（ＲＥＳＰ#ｔｈ）以上増加したと判断された場
合、感情状態が喜びである確率を第３所定パーセントと
決定する（第４２４段階）。
【０１２０】この第４２４段階の後に、ＬＦ／ＨＦ値が
ＬＦ／ＨＦ臨界値（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以上減少したか
否かを判断する（第４２６段階）。具体的には、ＬＦ／
ＨＦ（ｂａｓｅ）からＬＦ／ＨＦ#ｔｈを減算した値が
ＬＦ／ＨＦ値より大きいか否かを判断する。この際、Ｌ
Ｆ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値（ＬＦ／ＨＦ#ｔｈ）以
上減少していないと判断されると、第４２４段階に移行
する。しかし、ＬＦ／ＨＦ値がＬＦ／ＨＦ臨界値（ＬＦ
／ＨＦ#ｔｈ）以上減少したと判断されれば、感情状態
が喜びである確率を第４所定パーセントと決定する（第
４２８段階）。
【０１２１】第４２８段階の後に、ＬＦ値がＬＦ臨界値
（ＬＦ#ｔｈ）以上減少したか否かを判断する（第４３
０段階）。具体的には、ＬＦ（ｂａｓｅ）からＬＦ#ｔ
ｈを減算した値がＬＦ値より大きいか否かを判断する。
ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）以上減少していない
と判断された場合、第４２８段階に進行する。しかし、
ＬＦ値がＬＦ臨界値（ＬＦ#ｔｈ）以上減少したと判断
されれば、感情状態が喜びである確率を第５所定パーセ
ントと決定する（第４３２段階）。
【０１２２】次に、感情状態が悲しみであるか否かを次
のように決定する（第４３４及び第４３６段階）。第４
２２段階でＲＥＳＰ値がＲＥＳＰ臨界値（ＲＥＳＰ#ｔ
ｈ）以上増加していないと判断された場合、ＳＣＬ値が
ＳＣＬ臨界値（ＳＣＬ#ｔｈ）以上減少したか否かを判
断する（第４３４段階）。具体的には、ＳＣＬ（ｂａｓ
ｅ）からＳＣＬ#ｔｈを減算した値がＳＣＬ値より大き
いかどうかを判断する。
【０１２３】もし、ＳＣＬ値がＳＣＬ臨界値（ＳＣＬ#
ｔｈ）以上減少したと判断されれば、感情状態が悲しみ
である確率を第５所定パーセントと決定する（第４３６
段階）。
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【０１２４】最後に、感情状態がストレスであるか否か
を次のように決定する（第４３８及び第４４０段階）。
【０１２５】第４２０段階でＨＲ値がＨＲ臨界値（ＨＲ
#ｔｈ）以上減少してなかったと判断されれば、Ｎ－Ｓ
ＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値（Ｎ－ＳＣＲ#ｔｈ）以上増
加したか否かを判断する（第４３８段階）。具体的に
は、Ｎ－ＳＣＲ（ｂａｓｅ）とＮ－ＳＣＲ#ｔｈとを加
算した値がＮ－ＳＣＲ値より少ないか否かを判断する。
もし、Ｎ－ＳＣＲ値がＮ－ＳＣＲ臨界値（Ｎ－ＳＣＲ#
ｔｈ）以上増加したと判断されれば、感情状態がストレ
スである確率を第４所定パーセントと決定する（第４４
０段階）。
【０１２６】図８に示した実施例は、第４３４段階でＳ
ＣＬ値がＳＣＬ臨界値（ＳＣＬ#ｔｈ）以上減少してい
ないと判断された場合、または第４３８段階でＮ－ＳＣ
Ｒ値がＮ－ＳＣＲ臨界値以上増加していないと判断され
た場合、支配的な感情状態が存在してないことと決定で
きる（第４４２段階）。 *
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*【０１２７】図７または図８に示した第３０２段階につ
いての実施例において、一つまたは複数の感情状態が存
在する確率が第Y（１≦Y≦５）の所定パーセントの場
合、残りの感情状態が存在する確率は１００パーセント
から第Ｙ所定パーセントを減算した結果を残りの感情状
態の数で割った結果である。例えば、感情状態が怒りで
ある確率が７０%であれば、現在の感情状態が喜び、悲
しみ、退屈またはストレスである確率は７.５%になる。
【０１２８】本発明の一実施例によれば、所定短時間中
に検出された生体パラメータ（ＨＲＲＥＳＰ、ＦＰＶ、
ＳＫＴ、ＳＣＬ、Ｎ－ＳＣＲ、ＳＣＲＭ、ＨＦ、ＬＦ、
ＬＦ／ＨＦ及びＲＲ）を用いて性別に関係なく２０人余
りの子供を対象として怒り、退屈、喜び、悲しみ及びス
トレスのような五つの感情状態での自律神経系（ＡＮ
Ｓ：Ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ  Ｎｅｒｖｅｏｕｓ  Ｓｙｓ
ｔｅｍ）反応を調べれば次の表１のように示される。
【０１２９】
【表１】

【０１３０】ここで、↑は現在抽出された生体パラメー
タが基本生体パラメータ値より増加することを示し、↓
は基本生体パラメータ値より減少することを示し、?は
現在抽出された生体パラメータの値が基本生体パラメー
タの値より深刻な程度に増加または減少してなかったと
いうことを各々示す。この時、空欄は微弱な変化が生じ
たということを意味する。
【０１３１】したがって、あまり変わってない生体パラ
メータは、図７、図８に示した実施例で感情状態を決定
する時に使われなかった。 *

*【０１３２】本発明の他の実施例によれば、所定長時間
中に検出された生体パラメータ（ＨＲＲＥＳＰ、ＲＳ
Ａ、ＰＰＧ、ＳＫＴ、ＳＣＬ、Ｎ－ＳＣＲ、ＳＣＲＭ、
ＨＦ、ＬＦ及びＬＦ／ＨＦ）を用いて性別に関係なく２
０人余りの子供を対象として怒り、退屈、喜び、悲しみ
及びストレスのような五つの感情状態での自律神経系反
応を調べれば次の表２のように示される。
【０１３３】
【表２】

【０１３４】この表において、Ｈは、抽出された生体パ
ラメータの値が基本生体パラメータの値より大きい場合
を意味する。Ｌは、抽出された生体パラメータの値が基
本生体パラメータの値より小さい場合を意味する。？
は、抽出された生体パラメータの値が基本生体パラメー
タの値より非常に大きくもなく、小さくもない場合を意

味する。また、この表における空欄は、僅少な変化が生
じたことを意味する。したがって、変化量の少ない生体
パラメータは、図９、図１０に示した実施例で感情状態
を決定する時に使われなかった。
【０１３５】表１または表２に示すように、各感情状態
ごとに特別な変化を示す生体パラメータがあり、特別な
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変化を示さない生体パラメータもある。したがって、本
発明にかかる感情状態の認識方法は、生体パラメータの
特別の変化を用いることで、前述したように感情状態を
決定できる。
【０１３６】一方、前述した本発明にかかる感情状態の
認識方法で、認識されうる感情状態は怒り、退屈、喜
び、悲しみ及びストレスの五つに限定された。しかし、
本発明にかかる感情状態の認識方法はこれに限定され
ず、生体パラメータ（ＨＲＲＥＳＰ、ＲＳＡ、ＰＰＧ、
ＳＫＴ、ＳＣＬ、Ｎ－ＳＣＲ、ＳＣＲＭ、ＨＦ、ＬＦ、
ＬＦ／ＨＦ、ＦＰＶ及びＲＲ）を用いて多様な感情状態
を認識することもできる。
【０１３７】
【発明の効果】以上、説明したように、本発明にかかる
身体及び感情状態の認識装置及び方法は使用者の動きに
邪魔されずに身体の所定部位に装着され、無線や有線で
伝送される生体信号を容易に検出でき、検出された生体
信号を用いて認識した身体及び感情状態を使用者に提供
でき、急激に変わる感情状態または変わった後に長く残
留する感情状態をリアルタイムで認識できる効果を有す
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる身体及び感情状態の認識装置の
概略的なブロック図である。
【図２】図１に示した装置で行われる本発明にかかる身
体及び感情状態の認識方法を説明するためのフローチャ
ートである。
【図３】図２に示した第２１２段階についての本発明に
かかる望ましい実施例を説明するためのフローチャート
である。
【図４】本発明にかかる感情状態の認識方法を説明する

30
ためのフローチャートである。
【図５】図４に示した第３０２段階についての本発明に
かかる望ましい一実施例を説明するためのフローチャー
トである。
【図６】図４に示した第３０２段階についての本発明に
かかる望ましい他の実施例を説明するためのフローチャ
ートである。
【図７】図５に示した実施例についての本発明にかかる
望ましい実施例を説明するためのフローチャートであ
る。
【図８】図５に示した実施例についての本発明にかかる
望ましい実施例を説明するためのフローチャートであ
る。
【図９】図６に示した実施例についての本発明にかかる
望ましい一実施例を説明するためのフローチャートであ
る。
【図１０】図６に示した実施例についての本発明にかか
る望ましい一実施例を説明するためのフローチャートで
ある。
【符号の説明】
１０・・・センサ部
２０・・・アナログ信号処理部
３０・・・ADC
４０・・・デジタル信号処理部
５０・・・制御部
６０・・・データ出力部
７０・・・無線信号伝送部
８０・・・無線信号受信部
１００・・生体信号検出部
１２０・・生体信号認識部

【図１】 【図４】
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